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被験者は健常有歯顎男性 20 名（平均年齢 26±4 歳）とした。熱可塑性レジンにて口蓋粘膜に適合







各条件群内で加圧時相対平均血流量を Wilcoxon の符号付順位検定により比較した（α=0.05，p 値
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 結果の要旨       
 
  本審査委員会は主題ならびに関連問題について最終試験を行った結果、十分な学識を 
 有することを認め、合格と判定した。 
 
  
学位論文審査の要旨 
 
本研究は、咀嚼時に義歯床下組織に悪影響をおよぼす因子を解明するために，咀嚼の速さおよび義歯床
下粘膜の反応性充血の程度の違いが、咀嚼時の義歯床下粘膜の血流量におよぼす影響を明らかにした。 
本審査委員会では、研究方法の妥当性や得られた結果の解釈などを中心に以下のような質疑が行われた。 
主な質問は、①加圧部位の再現性や加圧床の適合について、②血流計のタイムラグの有無について、③
加圧部位と加圧量の設定理由について、④大口蓋動脈の血流量計測への影響についてであった。 
これらの質問に対し、①リテイナーを用いて加圧床を加圧部に設置したため、加圧部位の再現性は高く、
加圧床の適合も適合試験材を用いた適合試験を行った後に計測を行った。②加圧量と血流量を同時にモニ
タリングし記録したが、タイムラグは認められなかった。③義歯の圧負担域であり、かつ、装置の配置が
可能な部位を加圧部位として選択した。また、加圧量は一般的な義歯装着者の咬合力と口蓋粘膜の疼痛閾
値を参考に設定した。④用いた血流計の測定深度は 1ｍｍ程度であり、大口蓋動脈の走行深度に比べて浅い
ため影響はないと考えられる。また、計測時にも血流波形に大動脈性の乱れが見られないことを確認した
との回答があり、その他の質問に関しても、概ね妥当な回答が得られた。さらに、方法および考察への追
加記載、文献の体裁整理、図表の追加挿入についても指摘され、審査後これらの訂正が行われた。 
以上より、本研究で得られた結果は、今後の歯学の進歩、発展に寄与するところ大であり、学位授与に
値するものと判定した。 
